




 

 数多くの心身障害の中には,単一遺伝子の変異の場合のような一定の分離比

はみられず,また染色体の異常もみつからないが,罹患者の近親に同一又は類縁

の疾患が多発することから,遺伝的要因が関与すると考えられる疾患群がある。

臨床家が日常接することの多い種々の慢性疾患や奇形には,この種のものが多

く,WHO の推定によれば,発生頗度は合計 3.5%に達すると推定されている。 


